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見
直
し
の
方
針 

 

利
用
状
況
調
査
や
発
着
地
・
便
数

な
ど
の
路
線
特
性
を
踏
ま
え
、
市
内

の
路
線
を
「
幹
線
」、「
支
線
」、「
端

末
交
通
」
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
見
直
し
方
針
を
定
め
ま
し
た
。 

 

 

幹
線 

       

支
線 

       

端
末
交
通 

        

こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成

24

年
度
か
ら
の
２
年
間
で
、
路

線
・
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

    
全く不安は

ない
5.2%あまり不安

でない
13.7%

とても不安
26.3%

少し不安
46.8%

どちらでも
ない
8.0%

有効回答数：2,795

高梁方面 
【幹線】 

佐屋方面 
【支線】 

共和・弥高山入口方面【支線】 

福山方面 
【幹線】 

矢掛方面 
【幹線】 

井原あいあいバス 
（美星地区）【支線】 

矢掛方面 
【支線】 井原あいあいバス 

（芳井地区）【支線】 

【路線の位置付け（概略図）】 

井原あいあいバス 
（井原地区）【支線】 

山野下市・ 
山野田原方面 
【幹線】 

笠岡方面 
【幹線】 

井
原
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
掲
げ
る
基
本
方
針
・
目
標

に
基
づ
き
、
バ
ス
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す 

今
号
で
は
、
見
直
し
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

バ
ス
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の 

 
 

 
 

見
直
し
に
つ
い
て 

裏
面
に
見
直
し
の
主
な
内

容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

全く不安は
ない
5.2%あまり不安

でない
13.7%

とても不安
26.3%

少し不安
46.8%

どちらでも
ない
8.0%

有効回答数：2,795

公
共
交
通
網
の
骨
格
形
成
及

び
交
通
モ
ー
ド
間
の
相
互
連

携
を
担
う
路
線
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
や
乗
り
継
ぎ

利
便
性
の
向
上
を
図
る
。 

日
常
生
活
に
お
い
て
誰
も

が
公
共
交
通
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
運
行
形
態
の
導
入
等

に
よ
り
、
公
共
交
通
空
白
地

区
の
解
消
を
図
る
。 

運
行
区
間
・
時
刻
等
の
見
直

し
に
よ
り
、
地
区
内
の
主
要

施
設
や
支
所
と
集
落
と
の
間

の
円
滑
な
移
動
及
び
乗
り
継

ぎ
の
実
現
を
目
指
す
。 
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見
直
し
の
主
な
内
容 

 

「
幹
線
」、「
支
線
」、「
端
末
交
通
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

と
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

幹
線 

【
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
】 

● 

通
勤
・
通
学
に
便
利
な
ダ
イ
ヤ
編

成
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
向
上 

● 

交
通
結
節
点
に
お
け
る
乗
り
継
ぎ

利
便
性
向
上 

● 

経
路
の
見
直
し
及
び
重
複
区
間
に

お
け
る
輸
送
効
率
改
善 

【
主
な
内
容
】 

● 

高
校
生
な
ど
の
帰
宅
時
間
帯
の
増

便
や
最
終
便
の
時
刻
繰
り
下
げ 

● 

運
行
区
間
や
途
中
経
路
の
変
更
・

統
一 

● 

乗
り
継
ぎ
を
考
慮
し
た
発
着
時
刻

の
調
整 

           

 

支
線 

【
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
】 

● 

運
行
区
間
の
整
理 

● 

生
活
拠
点
へ
の
移
動
の
確
保 

● 

運
行
間
隔
及
び
運
行
便
数
の
調
整 

【
主
な
内
容
】 

● 

複
数
の
路
線
が
運
行
さ
れ
て
い
る

区
間
に
お
け
る
続
行
運
行
の
解
消 

● 

平
日
の
日
中
や
休
日
に
お
け
る
運
行

便
数
の
調
整
や
運
行
形
態
の
変
更 

 

端
末
交
通 

【
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
】 

● 

幹
線
・
支
線
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗

り
継
ぎ
の
実
現 

● 

地
域
の
実
情
や
利
用
動
向
に
応
じ

た
運
行
形
態
の
導
入 

● 

公
共
交
通
空
白
地
区
の
解
消 

【
主
な
内
容
】 

● 

幹
線
・
支
線
の
見
直
し
に
あ
わ
せ

た
接
続
の
改
善 

● 

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
拡

大
（
新
規
・
バ
ス
運
行
区
間
見
直

し
に
よ
る
代
替
） 

 
 

 

今
後
は
、
井
原
市
公
共
交
通
会
議

に
お
い
て
具
体
的
な
ダ
イ
ヤ
な
ど

の
検
討
を
行
い
、
第
１
弾
と
し
て
平

成
24
年
秋
か
ら
の
実
施
を
目
指
し

ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
状
況
も
、

こ
の
「
か
わ
ら
版
」
で
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。 

    

ジ
ー
ン
ズ
バ
ス
・
列
車

の
運
行
開
始 

 

井
原
市
公
共
交
通
会
議
で
は
、
公

共
交
通
の
利
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
一
般
路
線
バ
ス
と
井
原

線
に
ジ
ー
ン
ズ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
２
月
１
日
か
ら
井
笠

鉄
道
の
バ
ス
３
台
、
北
振
バ
ス
２
台
、

井
原
線
１
両
で
運
行
を
始
め
て
い

ま
す
。 

 

バ
ス
に
は
「
さ
ぁ
！
バ
ス
に
乗
っ

て
出
か
け
よ
う
。
」
、
井
原
線
に
は

「
さ
ぁ
！
井
原
線
で
出
か
け
よ
う
。」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
入
れ
、
か

わ
い
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と

も
に
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。 

 
 

        

「
バ
ス
体
験
学
習
会
」

に
お
け
る
ジ
ー
ン
ズ

バ
ス
の
活
用 

 

２
月
７
日
に
高
屋
小
学
校
で
開

催
し
た
「
バ
ス
体
験
学
習
会
」
に
は

ジ
ー
ン
ズ
バ
ス
を
使
用
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
、
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

    

ジ
ー
ン
ズ
バ
ス
・
列
車
の
運
行
を

機
会
に
、
多
く
の
方
に
公
共
交
通
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

        

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み 
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